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A study of the various manuscripts of the Yiqiejingyinyi 一切経音義

Li Naiqi

This thesis deals with the ancient manuscripts of the Yiqiejingyinyi in Japan, and

examines the relationship and systematic classification of the manuscripts according to the

differences in annotations.

The Yiqiejingyinyiwas compiled in the Tang dynasty, with a total of 25 volumes and

about 10,000 entries. The Yiqiejingyinyi is the oldest existing Buddhist dictionary,

reflecting the pronunciation of the early Tang dynasty, and contains more than 450

Buddhist scriptures, which gives us an idea of the types and contents of Buddhist scriptures

that were in circulation at that time.

The Yiqiejingyinyi contains mainly Japanese manuscripts and Chinese printed

books. There are also fragments of ancient manuscripts from Dunhuang in France,

England, Germany and Russia.

After the arrival of Yiqiejingyinyi in Japan, it was widely copied. There are at least

two possible lineages of late Heian period 平安後期 manuscripts of the Yiqiejingyinyi

extant in Japan. Although previous studies have clarified the systematic classification of

individual volumes, the systematic classification of the whole of the Japanese manuscripts

of the Yiqiejingyinyi, including other volumes, remains unresolved.

In this paper, we first study the Goryeo 高麗 manuscripts and the existing Japanese

manuscripts of the Yiqiejingyinyi, and compare the annotations that differ between the

various manuscripts. Finally, based on the aggregation and analysis of the differences, we

will attempt to infer the relationship between the manuscripts and their systematic

classification.
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一

は
じ
め
に

玄
応
撰
﹃
一
切
経
音
義
﹄
︵
以
下
︑﹁
玄
応
音
義
﹂
と
略
す
︶
は
中
国
に
現
存
す
る
最
古
の

仏
典
音
義
で
あ
る
︒
唐
代
に
玄
奘
は
イ
ン
ド
か
ら
大
量
の
仏
典
を
将
来
し
た
︒
そ
れ
ら
の

仏
典
を
翻
訳
す
る
た
め
に
︑
長
安
に
﹁
訳
場
﹂
を
設
け
︑
僧
侶
の
中
か
ら
知
識
人
を
選
ん

だ
が
︑
そ
の
中
で
も
玄
応
は
唯
一
の
﹁
字
学
大
徳
﹂
で
あ
っ
た
︒
玄
応
は
仏
典
に
難
字
難

語
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
を
意
識
し
︑
仏
典
翻
訳
に
並
行
し
て
﹁
一
切
経
﹂
の
音
義
の
編

纂
を
行
っ
た
︒
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
玄
応
音
義
で
あ
り
︑
全
二
十
五
巻
で
約
四
十
万
字
︑
四

百
五
十
部
以
上
の
仏
経
経
目
と
一
万
近
く
の
項
目
が
収
録
さ
れ
て
い
る(�

)
︒
玄
応
音
義
は
後

代
の
仏
典
音
義(�

)
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
︒
そ
の
影
響
は
中
国
に
と
ど
ま
ら
ず
︑
奈
良
時

代
に
日
本
に
伝
来
し
て(�

)
盛
ん
に
書
写
さ
れ
︑
平
安
時
代
以
降
の
辞
書
編
纂(�

)
に
際
し
て
は
頻

繁
に
利
用
さ
れ
た
︒
日
本
に
現
存
す
る
玄
応
音
義
古
写
本
は
残
巻
数
と
内
容
に
お
い
て
多

少
異
な
る
も
の
の
︑
幾
つ
か
の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
と
想
定
さ
れ
る
︒
本
論
文
で
は
︑
日

本
に
現
存
す
る
玄
応
音
義
古
写
本
に
着
目
し
︑
注
文
の
異
同
に
基
づ
き
︑
諸
本
の
系
統
分

類
を
試
み
る
︒

二

先
行
研
究

一

山
田
︵
一
九
三
二
︶
は
日
本
古
写
本
の
大
治
本
が
宋
版
系
で
は
な
く
︑
高
麗
本
系
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
︒
さ
ら
に
巻
第
一
に
つ
い
て
諸
本
対
照
結
果
を
示
し
︑
大
治
本
に

は
高
麗
本
系
よ
り
も
古
い
玄
応
音
義
の
本
文
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た(	

)
︒

二

上
田
︵
一
九
八
一
︶
は
玄
応
音
義
の
日
本
古
写
本
︵
大
治
本
︑
正
倉
院
本
︑
広
島
大
学
所

蔵
本
︑
天
理
図
書
館
本
︑
高
麗
蔵
経
本
︶
と
中
国
版
本
︵
磧
砂
蔵
経
本
︑
叢
書
集
成
所
収
本
︑
慧

琳
音
義
所
拠
本
︶
と
を
比
較
し
︑
日
本
古
写
本
・
敦
煌
本
が
同
じ
系
統
に
属
す
る
の
に
対

し
︑
宋
版
は
別
の
系
統
に
属
す
る(


)
︒

三

箕
浦
︵
二
〇
〇
六
︶
は
金
剛
寺
本
・
七
寺
本
・
東
京
大
学
本
・
西
方
寺
本
の
書
誌
情

報
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
︒
そ
の
中
で
は
金
剛
寺
本
が
大
治
本
に
近
く
︑
七
寺
本
が
高

麗
本
に
近
い
こ
と
を
指
摘
し
た
︒
ま
た
︑
西
方
寺
本
が
他
の
写
本
よ
り
石
山
寺
本
に
近
い

こ
と
も
指
摘
し
た
︒
た
だ
し
︑
上
に
挙
げ
た
諸
本
の
親
疎
関
係
に
つ
い
て
は
特
に
根
拠
を

示
し
て
い
な
い(�

)
︒

四

佐
々
木
︵
二
〇
一
四
︶
は
二
〇
〇
六
年
に
公
開
さ
れ
た
五
種
類
の
写
本
も
含
め
た
玄

（ 59 ）



応
音
義
巻
第
五
に
お
け
る
本
文
と
目
録
と
の
経
名
不
一
致
に
つ
い
て
論
じ
︑
現
存
す
る
玄

応
音
義
巻
第
五
の
経
名
か
ら
見
た
場
合
︑
日
本
古
写
本
は
高
麗
本
に
近
く
︑
宋
版
は
そ
れ

と
遠
い
こ
と
を
指
摘
し
た
︒
さ
ら
に
︑
現
存
す
る
巻
第
五
に
︑
目
録
と
本
文
の
経
名
と
が

一
致
す
る
も
の
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
︑
各
巻
目
録
が
音
義
本
文
と
独
立
し
て
書
写
さ
れ

た
た
め
と
説
明
づ
け
た(�

)
︒

以
上
︑
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
︑
玄
応
音
義
の
日
本
写
本
と
中
国
版
本
が
別
々
の
系

統
に
属
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
︒
ま
た
︑
個
別
の
巻
の
系
統
分
類
に
つ
い
て
は
︑

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
よ
り
解
明
さ
れ
た
が
︑
他
の
巻
も
含
め
た
玄
応
音
義
日
本
古
写
本

全
体
を
対
象
と
し
た
系
統
分
類
は
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
︒
本
論
で
は
︑
玄
応
音
義
の
親

疎
関
係
を
推
定
す
る
に
あ
た
り
︑﹁
一
切
経
音
義
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス(

)
﹂
を
構
築
し
︑
詳

細
に
照
合
し
て
い
き
た
い
︒

三

一
切
経
音
義
諸
本

一

現
存
す
る
玄
応
音
義
日
本
古
写
本

本
論
で
は
︑
完
本
で
あ
る
高
麗
本
と
日
本
に
現
存
す
る
玄
応
音
義
古
写
本
を
研
究
対
象

と
す
る
︒
利
用
し
て
い
る
諸
本
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

(一
︶
高
麗
本
：
︵
全
二
十
五
巻
︒﹃
高
麗
大
蔵
経
﹄︑
東
国
大
学
校
︑
一
九
七
六
年(10

)
︶

(二
︶
金
剛
寺
本
：
金
剛
寺
蔵
本
︵
鎌
倉
時
代
書
写
︒
巻
第
一
～
四
︑
六
︑
七
︑
九
～
二
十

一
︑
二
十
四
︑
二
十
五
の
計
二
十
一
巻
が
現
存
す
る(11

)
︒︶

(三
︶
七
寺
本
：
七
寺
蔵
本
︵
平
安
時
代
書
写
︒
巻
第
一
～
十
︑
十
二
～
十
四
︑
十
六
～
十
八
︑

二
十
一
︑
二
十
三
～
二
十
五
の
計
二
十
巻
が
現
存
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
巻
第
十
五
は
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
合
わ
せ
て
二
十
一
巻
現
存
す
る(12

)
︒︶

(四
︶
大
治
本
：
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
︵
平
安
時
代
書
写
︒
巻
第
一
︑
二
︑
九
～
二
十
五
の

計
十
九
巻
が
現
存
す
る(13

)
︒︶

(五
︶
西
方
寺
本
：
西
方
寺
蔵
本
︵
三
分
の
二
が
平
安
時
代
︑
三
分
の
一
が
鎌
倉
時
代
の
書

写
︒
巻
第
一
︑
三
～
六
︑
九
︑
十
三
︑
二
十
一
︑
二
十
五
の
計
九
巻
が
現
存
す
る(14

)
︒︶

(六
︶
広
島
大
学
本
：
石
山
寺
蔵
本
︵
平
安
時
代
書
写
︒
巻
第
二
～
五
︑
十
の
五
巻
が
現
存

す
る
︒
石
山
寺
本
の
一
部
分
で
あ
る(15

)
︒︶

(七
︶
天
理
図
書
館
本
：
天
理
図
書
館
蔵
本
︵
巻
第
九
︑
第
十
八
現
存
す
る
︒
巻
第
九
が
院

政
期
の
写
本
︑
石
山
寺
本
の
一
本
で
あ
る
︒
巻
第
十
八
が
鎌
倉
時
代
の
写
本
で
あ
る(16

)
︒︶

(八
︶
京
都
大
学
本
：
石
山
寺
蔵
本
︵
巻
第
六
︑
七
が
現
存
す
る
︒
石
山
寺
本
の
一
部
分
で

あ
る(17

)
︒︶

(九
︶
東
京
大
学
本
：
七
寺
本
蔵
本
︵
巻
第
十
五
の
み
現
存
す
る
︒
七
寺
一
切
経
の
一
部
分

で
あ
る(18

)
︒︶

他
に
︑
正
倉
院
本(19

)
玄
応
音
義
︵
正
倉
院
聖
語
蔵
本
︶
を
参
考
資
料
と
す
る
︒

二

玄
応
音
義
の
構
成

玄
応
音
義
各
巻
の
最
初
に
﹁
一
切
経
音
義
巻
第
○
﹂
の
形
式
で
巻
を
表
し
︑
そ
の
後
の

目
録
で
︑
こ
の
巻
に
各
経
に
配
さ
れ
た
経
名
の
全
体
を
見
渡
せ
る
︒
そ
の
後
の
本
文
に
各

経
の
経
名
・
掲
出
語
・
注
文
が
続
く
構
成
に
な
っ
て
い
る
︒

次
に
一
例
の
項
目
を
挙
げ
る
︒

（ 60 ）



例
一

〈
斲
斧
〉

巻
第
十
八

成
實
論

古
文
作
亜
︑
同
︒
竹
角
反









︒︽
説
文
︾
：
斲
︑
斫
也
︒
斲
︑
斤
也
︒

こ
の
例
で
は
︑
傍
線
部
分
が
字
体
注
︑
波
線
部
分
が
音
注
︑
二
重
傍
線
部
分
が
義
注
で

あ
る
︒
玄
応
音
義
の
掲
出
語
は
主
に
二
字
熟
語
で
︑
そ
の
中
の
一
字
の
み
注
を
施
す
場
合

で
も
掲
出
語
は
二
字
と
す
る
︒
字
体
注
は
主
に
字
形
を
弁
別
し
︑
古
字
・
異
体
字
・
通
字

も
明
記
す
る
︒
ま
た
︑
経
典
原
文
の
用
字
の
正
俗
も
分
別
し
て
い
る
︒
音
注
は
主
に
反
切

で
表
す
が
︑
類
音
注
を
使
う
場
合
も
あ
る
︒
多
数
の
発
音
が
あ
る
字
に
つ
い
て
は
︑
別
々

に
音
注
を
記
し
て
い
る
︒
義
注
は
主
に
典
籍
に
依
拠
し
て
引
用
す
る
も
の
で
あ
る
︒
多
数

の
意
義
が
あ
る
場
合
︑
別
々
に
対
応
す
る
義
注
を
記
載
す
る
︒

以
上
に
よ
り
︑
現
存
す
る
玄
応
音
義
古
写
本
の
各
巻
項
目
数
が
表
�
の
よ
う
に
示
す
︒

表
�
を
見
る
と
︑
諸
本
の
項
目
数
に
は
多
少
の
差
が
あ
る
︒
例
え
ば
︑
巻
第
一
の
金
剛

寺
本
と
大
治
本
は
他
本
よ
り
三
〇
〇
以
上
の
項
目
が
存
す
る
︒
巻
第
十
五
の
項
目
数
が
最

も
多
い
の
は
高
麗
本
の
四
〇
四
項
目
で
あ
り
︑
最
も
少
な
い
の
は
金
剛
寺
本
と
大
治
本
の

三
三
三
項
目
で
あ
る
︒
巻
第
十
八
で
は
︑
高
麗
本
と
七
寺
本
が
三
三
八
項
目
で
あ
り
︑
残

り
の
金
剛
寺
本
・
大
治
本
・
天
理
本
が
三
一
三
項
目
前
後
で
あ
る
︒
ま
た
︑
巻
第
二
十
二

に
お
い
て
︑
大
治
本
で
は
五
五
二
項
目
あ
る
一
方
で
︑
高
麗
本
に
は
四
九
一
項
目
し
か
な

く
︑
両
者
の
差
は
六
〇
項
目
に
近
い
︒

以
上
の
よ
う
に
︑
玄
応
音
義
日
本
古
写
本
に
は
巻
ご
と
に
残
巻
本
︑
項
目
数
と
も
に
大

き
な
差
が
あ
る
の
で
︑
全
体
的
に
検
討
す
る
の
は
不
適
切
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
︒
そ
の
た

め
︑
以
下
で
は
︑
巻
ご
と
に
日
本
古
写
本
の
親
疎
関
係
と
異
文
分
類
を
論
じ
る
︒

（ 61 ）

巻数 麗 金 七 大 西 広 京 天 東
一 407 806 405 807 290※ 　 　 　 　
二 442 441 440 441 　 441 　 　 　
三 387 383※ 388 　 235※ 403 　 　 　
四 485 484 485 　 484 484 　 　 　
五 489 　 488 　 418※ 472 　 　 　
六 429 428 429 　 191※ 　 438 　 　
七 422 422 422 　 　 　 422 　 　
八 410 　 410 　 　 　 　 　 　
九 287 286 287 286 150※ 　 　 286 　
十 223 222 223 222 　 　 　 　 　
十一 369 370 　 370 　 　 　 　 　
十二 386 381 384 380 　 　 　 　 　
十三 369 369 369 369 268※ 　 　 　 　
十四 384 384 384 384 　 　 　 　 　
十五 404 333 　 333 　 　 　 　 334
十六 306 306 306 306 　 　 　 　
十七 284 282 284 282 　 　 　 　 　
十八 338 312 338 312 　 　 　 313 　
十九 293 292 　 290 　 　 　 　 　
二十 472 471 　 471 　 　 　 　 　
二十一 304 304 304 305 107※ 　 　 　 　
二十二 491 　 　 552 　 　 　 　 　
二十三 379 　 379 379 　 　 　 　 　
二十四 295 294 295 294 　 　 　 　 　
二十五 260 259 260 259 259 　 　 　 　
計 9315 7446 7280 7042 2402 1800 860 599 334
空白：その巻が現存していない。　※：その巻が残巻であるため、一部分の内容が存しない。

表 1 玄応音義日本古写本の現存項目数(20)



四

玄
応
音
義
日
本
古
写
本
の
親
疎
関
係

本
章
で
は
玄
応
音
義
の
全
二
十
五
巻
を
巻
ご
と
に
分
析
す
る
︒
検
討
の
順
序
と
し
て
は
︑

ま
ず
︑
諸
本
の
注
文
を
対
照
し
︑
異
同
の
あ
る
項
目
数
を
計
算
す
る
︒
次
に
︑
記
号
で
こ

れ
ら
の
異
文
を
分
類
し
て
︑
諸
本
の
系
統
を
推
定
す
る
︒
本
論
で
は
︑
完
本
の
高
麗
本
を

基
準
と
し
て
○
類
と
記
し
︑
高
麗
本
と
一
致
す
る
注
文
も
○
類
と
す
る
︒
高
麗
本
と
一
致

し
な
い
注
文
を
他
本
同
士
で
一
致
す
る
数
の
多
い
も
の
か
ら
△
︑
◎
類
と
す
る
︒
次
に
一

例
を
挙
げ
る
︒

例
二

〈
釜
鍑
〉

巻
第
十
八

立
世
阿
毗
曇
論

高
麗
本
：
方
目
︑
甫
救
二
反
︒︽
方
言
︾
鍑
或
謂
之
鬲
︒︽
説
文
︾
鍑
如
釜
而
口
大
︒

︽
三
蒼
︾
鍑
︑
小
釜
也
︒
鬲
音
歷
︒
︵
○
類
︶

金
剛
寺
本
・
大
治
本
・
天
理
本
：
方
目
︑
甫
救
二
反
︒︽
方
言
︾
鍑
或
謂
之
︑
鍑
如

釜
而
口
大
︒︽
三
蒼
︾
鍑
︑
小
釜
也
︒
鬲
︒
︵
△
類
︶

七
寺
本
：
方
目
︑
甫
救
二
反
︒︽
方
言
︾
鍑
或
謂
之
︑
鍑
如
釜
而
口
大
︒︽
三
蒼
︾
鍑
︑

小
釜
也
︒
︵
◎
類
︶

最
後
に
︑
玄
応
音
義
異
文
の
比
較
を
行
う
た
め
に
︑
諸
本
で
五
種
類
以
上
残
巻
し
て
い

る
十
巻
を
選
定
す
る
︒
そ
の
十
巻
は
巻
第
一
︵
五
種
︶
︑
巻
第
二
︵
五
種
︶
︑
巻
第
三
︵
五

種
︶
︑
巻
第
四
︵
六
種
︶
︑
巻
第
六
︵
五
種
︶
︑
巻
第
九
︵
六
種
︶
︑
巻
第
十
三
︵
五
種
︶
︑
巻
第

十
八
︵
五
種
︶
︑
巻
第
二
十
一
︵
五
種
︶
︑
巻
第
二
十
五
︵
五
種
︶
で
あ
る
︒
ま
た
︑
巻
ご
と

に
一
致
率
の
高
い
順
の
三
位
ま
で
分
析
す
る
︒

�

巻
第
一

諸
本
の
中
で
︑﹃
新
華
厳
経
音
義
﹄
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
大
治
本
と
金
剛
寺
本
の
み

で
︑
他
の
諸
本
に
は
一
切
見
ら
れ
な
い
︒
全
体
か
ら
見
る
と
︑
高
麗
本
と
七
寺
本
の
一
致

率
が
高
く
︑
金
剛
寺
本
は
大
治
本
に
近
い
︒
西
方
寺
本
は
ど
ち
ら
と
も
近
い
と
は
言
え
な

い
︒�

巻
第
二

巻
第
二
で
は
︑
金
剛
寺
本
と
大
治
本
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
︒
広
大
本
が
他
の
系
統
と
一
致

す
る
内
容
が
あ
る
の
に
対
し
て
︑
異
な
る
注
文
も
多
数
あ
る
︒
ま
た
︑
七
寺
本
が
ど
の
系

統
に
属
す
る
か
は
判
断
し
が
た
い
︒

（ 62 ）

種
類

高
麗
本

金
剛
寺
本

七
寺
本

西
方
寺
本

大
治
本

計

一

◯

△

◯

◯

△

352

二

◯

△

◯

△

△

33

三

◯

△

◯

◎

△

21

種
類

高
麗
本

金
剛
寺
本

七
寺
本

大
治
本

広
大
本

計

一

◯

△

◯

△

◎

21

二

◯

△

◎

△

◎

19

三

◯

△

△

△

◎

17



�

巻
第
三

巻
第
三
で
は
高
麗
本
と
七
寺
本
の
一
致
率
が
高
く
︑
ま
た
金
剛
寺
本
に
は
見
ら
れ
︑
諸

本
に
見
ら
れ
な
い
注
文
が
多
少
あ
る
︒
ま
た
︑
西
方
寺
本
は
欠
け
る
部
分
を
除
き
︑
広
大

本
と
近
い
︒

�

巻
第
四(21

)

種
類
一
の
例
が
一
番
多
く
︑
五
四
例
で
あ
る
︒
こ
れ
は
異
同
の
あ
る
注
文
全
九
四
例
の

約
五
七
％
を
占
め
て
い
る
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑
高
麗
本
と
七
寺
本
が
同
じ
系
統
の
写
本
で

あ
る
と
推
測
で
き
る
︒
ま
た
︑
七
寺
本
と
金
剛
寺
本
に
多
少
の
異
文
が
存
す
る
︒

�

巻
第
六

巻
第
六
で
は
︑﹁
旃
檀
﹂﹁
瞻
察
﹂﹁
純
一
﹂﹁
懈
怠
﹂﹁
族
姓
﹂﹁
蕭
笛
﹂
六
つ
の
見
出
し

が
正
倉
院
本
と
京
大
本
の
み
に
あ
り
︑
他
の
諸
本
に
は
な
い
の
で
︑
正
倉
院
本
と
京
都
本

が
同
じ
祖
本
に
よ
っ
て
成
立
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
︒
そ
れ
以
外
︑
京
大
本
に
見
ら
れ
︑

他
本
に
な
い
注
文
も
少
な
く
な
い
︒
ま
た
︑
西
方
寺
本
が
残
巻
な
の
で
︑
照
合
で
き
な
い

項
目
も
多
く
あ
る
︒

�

巻
第
九

巻
第
九
で
は
︑
高
麗
本
と
七
寺
本
が
近
く
︑
金
剛
寺
本
と
大
治
本
が
近
い
︒
ま
た
︑
大

治
本
と
金
剛
寺
本
本
に
あ
り
︑
他
本
に
な
い
注
文
が
多
数
存
す
る
︒
西
方
寺
本
と
天
理
本

（ 63 ）

種
類

高
麗
本

金
剛
寺
本

七
寺
本

西
方
寺
本

広
大
本

計

一

◯

△

◯

△

△

26

二

◯

◎

◯

△

△

18

三

◯

△

◯

欠

△

11

種
類

高
麗
本

金
剛
寺
本

七
寺
本

西
方
寺
本

広
大
本

計

一

◯

△

◯

△

△

54

二

◯

△

◎

△

△

6

三

◯

◎

◯

△

△

6

種
類

高
麗
本

金
剛
寺
本

七
寺
本

西
方
寺
本

京
大
本

計

一

◯

◯

◯

欠

△

27

二

◯

△

△

欠

◎

14

三

◯

△

△

△

◯

11

種
類

高
麗
本

金
剛
寺
本

七
寺
本

西
方
寺
本

大
治
本

天
理
本

計

一

◯

△

◯

◎

△

◎

28

二

◯

◯

◯

△

◯

△

12

三

◯

◯

◯

欠

◯

△

10



が
対
応
す
る
項
目
が
多
数
存
す
る
︒

�

巻
第
十
三

巻
第
十
三
で
は
︑
高
麗
本
と
七
寺
本
︑
金
剛
寺
本
と
大
治
本
の
一
致
す
る
項
目
が
圧
倒

的
に
多
く
︑
西
方
寺
本
に
多
数
の
独
立
異
文
が
見
ら
れ
る
︒

	

巻
第
十
八

巻
第
十
八
で
は
︑
高
麗
本
に
は
見
ら
れ
︑
他
本
に
見
ら
れ
な
い
注
文
が
圧
倒
的
に
多
い
︒

ま
た
︑
天
理
本
に
も
独
立
の
異
文
も
九
項
目
あ
る
︒
高
麗
本
が
一
種
類
の
系
統
に
属
し
︑

残
り
の
四
本
が
別
の
系
統
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
︒




巻
第
二
十
一

巻
第
二
十
一
で
は
︑
西
方
寺
本
が
残
巻
な
の
で
︑
対
照
す
る
項
目
数
が
少
な
い
︒
そ
れ

ら
の
う
ち
︑
ほ
ぼ
金
剛
寺
・
七
寺
本
・
西
方
寺
本
・
大
治
本
と
一
致
す
る
︒
ま
た
︑
金
剛

寺
本
に
少
数
の
独
立
異
文
が
存
す
る
︒
巻
第
二
十
一
の
み
考
察
す
れ
ば
︑
高
麗
本
と
他
本

が
同
じ
系
統
に
属
す
る
と
は
言
い
が
た
い
︒

10

巻
第
二
十
五

巻
第
二
十
五
で
は
︑
諸
本
の
親
疎
関
係
が
明
ら
か
に
見
ら
れ
な
い
︒
そ
の
中
で
︑
高
麗

本
が
諸
本
と
異
な
る
項
目
数
が
三
七
例
に
及
ぶ
︒
ま
た
︑
西
方
寺
本
と
七
寺
本
の
独
立
異

文
も
二
〇
例
以
上
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
巻
第
二
十
五
に
お
い
て
︑
諸
本
が
別
々
の
系
統
に

（ 64 ）

種
類

高
麗
本

金
剛
寺
本

七
寺
本

西
方
寺
本

大
治
本

計

一

◯

△

◯

◎

△

33

二

◯

△

◯

欠

△

21

三

◯

△

◯

△

△

19

種
類

高
麗
本

金
剛
寺
本

七
寺
本

大
治
本

天
理
本

計

一

◯

△

△

△

△

43

二

◯

△

△

△

◎

9

三

◯

△

◯

△

△

2

種
類

高
麗
本

金
剛
寺
本

七
寺
本

西
方
寺
本

大
治
本

計

一

◯

△

△

欠

△

22

二

◯

△

△

△

△

15

三

◯

◎

◯

△

△

9

種
類

高
麗
本

金
剛
寺
本

七
寺
本

西
方
寺
本

大
治
本

計

一

◯

△

△

△

△

37

二

◯

◯

◯

△

◯

24

三

◯

◯

△

◯

◯

23



属
す
る
と
推
測
す
る
︒

以
上
の
各
巻
の
分
類
表
に
よ
り
︑
玄
応
音
義
日
本
古
写
本
の
親
疎
関
係
は
次
の
よ
う
に

ま
と
め
ら
れ
る
︒

①

金
剛
寺
本
と
大
治
本
が
対
応
す
る
全
十
七
巻
の
う
ち
︑
異
同
の
あ
る
注
文
が
少
数

あ
る
が
︑
全
体
と
し
て
︑
他
の
諸
本
よ
り
両
者
が
近
い
と
考
え
ら
れ
る
︒
特
に
︑
巻

第
一
の
巻
末
の
﹃
新
華
厳
経
音
義
﹄
は
金
剛
寺
本
と
大
治
本
の
み
に
あ
り
︑
他
本
に

見
ら
れ
な
い
︒

②

一
一
七
四
～
一
一
七
五
年
に
石
山
寺
で
書
写
さ
れ
た
﹃
石
山
寺
一
切
経
﹄
に
つ
い

て
は
︑
広
島
大
学
と
天
理
図
書
館
に
数
巻
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
︒
張
氏
︵
二
〇
〇
六
︶

で
は
︑
京
大
本
表
紙
に
続
く
巻
首
の
初
行
に
﹁
石
山
寺
一
切
経
﹂
の
無
廓
墨
印
が
捺

さ
れ
︑﹃
石
山
寺
一
切
経
﹄
の
一
部
分
で
あ
る
と
し
て
い
る(22

)
︒
さ
ら
に
︑
西
方
寺
本

は
石
山
寺
本
と
の
一
致
率
が
高
く
︑
同
じ
系
統
に
属
す
る
と
推
測
で
き
る
︒

③

高
麗
本
に
は
諸
本
と
異
同
の
あ
る
注
文
が
多
数
見
ら
れ
る
︒
さ
ら
に
︑
注
文
の
字

数
に
お
い
て
︑
諸
本
よ
り
多
い
た
め
︑
独
立
性
を
持
つ
写
本
と
考
え
ら
れ
る
︒

④

七
寺
本
の
全
二
十
巻
を
考
察
す
る
と
︑
そ
の
中
巻
第
一
︑
巻
第
三
︑
巻
第
四
︑
巻

第
五
︑
巻
第
七
～
巻
第
十
︑
巻
第
十
三
︑
巻
第
十
四
が
高
麗
本
と
近
く
︑
巻
第
十
二
︑

巻
第
十
七
︑
巻
第
十
八
︑
巻
第
二
十
一
︑
巻
第
二
十
三
～
巻
第
二
十
五
が
金
剛
寺
本

と
大
治
本
に
近
い
︒
巻
第
二
︑
巻
第
六
︑
巻
第
十
六
が
高
麗
本
と
一
致
す
る
注
文
も

あ
る
し
︑
金
剛
寺
本
・
大
治
本
と
相
似
す
る
内
容
も
存
す
る
︒
そ
の
例
を
下
に
挙
げ

る
︒

例
三

〈丘
慈
〉

巻
第
四

高
麗
本
・
七
寺
本
：
或
言
娃
茲
︑
正
言
屈
支
也
︒
屈
音
居
勿
反
︒
多
出
龍
馬
︒︽
左

傳
︾
云
屈
産
之
乘
也
︒

金
剛
寺
本
・
西
方
寺
本
・
広
島
大
学
本
：
或
言
娃
茲
︑
正
言
屈
支
也
︒
屈
音
居
勿
反
︒

多
出
龍
馬
︒

例
四

〈
蜎
飛
〉

巻
第
十
六

高
麗
本
：
一
全
反
︒︽
字
林
︾
蟲
皃
也
︒
或
作
蠉
︑
古
文
翾
︑
同
︒
呼
全
反
︒
飛
皃

也
︒︽
爾
雅
︾
井
中
小
赤
蟲
也
︒

七
寺
本
・
金
剛
寺
本
・
大
治
本
：
一
全
反
︒︽
字
林
︾
蟲
皃
也
︒
或
作
蠉
︑
古
文
翾
︑

同
︒
呼
全
反
︒
飛
皃
也
︒

七
寺
本
の
系
統
分
類
を
究
明
す
る
た
め
に
︑
諸
本
の
書
写
形
式
を
表
�
の
よ
う
に
分
類

し
た
︒
玄
応
音
義
の
書
写
形
式
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
で
あ
る
︒
見
出
し
に
続
い
て
︑
空

白
を
置
か
ず
に
︑
注
釈
が
同
じ
大
き
さ
の
文
字
で
記
さ
れ
る
形
式
を
﹁
項
単
注
単
﹂
と
す

（ 65 ）

項
単
注
単

項
単
注
双

高
麗
本

大
治
本
・
広
大
本
・
東
大
本

金
剛
寺
本
巻
第
六
、
九
、
十
、
十
一
、
二
十
四

七
寺
本
巻
第
一
〜
十
、
十
三
、
十
四

京
大
本
巻
第
六

天
理
本
・
西
方
寺
本

金
剛
寺
本
巻
第
一
〜
四
、
七
、
十
二
、
二
十

一
、
二
十
五

七
寺
本
巻
第
十
二
、
十
六
〜
十
八
、
二
十
一
、

二
十
三
〜
二
十
五

京
大
本
巻
第
七

表
�

玄
応
音
義
日
本
古
写
本
の
書
写
形
式



る
︒
こ
れ
に
対
し
︑
見
出
し
は
一
行
で
︑

注
釈
は
小
字
双
行
の
割
注
形
式
で
記
さ
れ

る
形
式
を
﹁
項
単
注
双
﹂
と
す
る
︒

表
�
を
見
る
と
︑
七
寺
本
が
巻
に
よ
っ

て
︑
書
写
形
式
が
異
な
っ
て
い
る
︒
書
写

形
式
の
異
同
と
い
う
観
点
か
ら
︑
七
寺
本

と
諸
本
の
親
疎
関
係
を
対
照
し
た
結
果
︑

興
味
深
い
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
︒
す

な
わ
ち
︑
七
寺
本
で
は
︑
巻
に
よ
り
書
写

形
式
が
異
な
る
だ
け
で
な
く
︑
そ
れ
と
と

も
に
内
容
的
に
近
し
い
写
本
も
異
な
っ
て
い
る
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
七
寺
本
が
書
写
さ
れ
た

時
一
種
類
以
上
の
依
拠
本
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
︒
七
寺
本
の
成
立
経
緯
を
推
測
す
れ

ば
︑
二
つ
の
可
能
性
が
類
推
さ
れ
る
︒

・
ま
ず
︑
当
時
七
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
玄
応
音
義
音
義
は
完
本
で
は
な
く
︑
残
巻
で

あ
る
︒
欠
け
て
い
る
部
分
が
︑
他
の
一
種
類
の
玄
応
音
義
を
利
用
し
て
補
足
さ
れ
た
た
め

に
︑
二
種
の
系
統
が
混
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

・
あ
る
い
は
︑
七
寺
に
伝
来
し
た
玄
応
音
義
が
そ
も
そ
も
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
り
︑
元

か
ら
二
つ
の
系
統
の
写
本
を
組
み
合
わ
せ
で
作
ら
れ
た
玄
応
音
義
で
あ
っ
た
︒

い
ず
れ
に
し
ろ
︑
先
行
研
究
で
は
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
︑
系
統
の
分
類
に

際
し
て
は
︑
書
写
形
式
に
も
注
目
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
︒

以
上
を
ま
と
め
る
と
︑
玄
応
音
義
日
本
古
写
本
に
は
主
に
三
つ
の
系
統
が
あ
る
と
言
え

る
︒
︵
そ
の
う
ち
︑
七
寺
本
Ａ
は
巻
第
一
～
巻
第
十
︑
巻
第
十
三
︑
巻
第
十
四
で
あ
る
︒
七
寺
本
Ｂ

は
巻
第
十
二
︑
巻
第
十
六
～
巻
第
十
八
︑
巻
第
二
十
一
︑
巻
第
二
十
三
～
巻
第
二
十
五
で
あ
る
︒︶

五

玄
応
音
義
日
本
古
写
本
の
異
文
分
類

以
上
に
よ
っ
て
︑
玄
応
音
義
日
本
古
写
本
を
巻
ご
と
に
親
疎
関
係
を
検
討
し
た
︒
そ
れ

ら
の
う
ち
︑
注
文
に
は
異
同
の
あ
る
内
容
に
つ
い
て
︑
さ
ら
に
分
析
す
る
︒

�

全
文
の
異
文
数

玄
応
音
義
全
文
の
異
文
数
を
次
の
表
�
の
よ
う
に
示
す
︒

表
�
か
ら
見
る
と
︑
異
文
数
が
最
も
多
い
の
は
巻
第
一
の
四
三
二
項
目
で
あ
り
︑
最
も

少
な
い
の
は
巻
第
八
の
三
五
項
目
で
あ
る
︒
そ
れ
ら
を
見
る
と
︑
玄
応
音
義
諸
本
の
間
︑

異
な
る
項
目
が
か
な
り
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
︒
次
に
︑
玄
応
音
義
の
異
文
を
用

字
の
異
同
と
字
数
の
異
同
の
二
種
類
に
分
け
て
論
じ
る
︒
ま
た
︑
字
数
の
異
同
に
お
い
て
︑
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図 1 玄応音義日本古写本の系統分類
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一
字
の
異
同
と
二
字
以
上
の
異
同
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
す
る
︒

�

用
字
の
異
同

用
字
の
異
同
と
は
︑
玄
応
音
義
諸
本
に
は
注
文
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
が
︑
そ
れ
ら
の

う
ち
︑
注
文
の
用
字
が
異
な
る
項
目
で
あ
る
︒
次
の
一
例
を
挙
げ
る
︒

例
五

〈明
哲
〉

巻
第
十

地
持
論

高
麗
本
・
七
寺
本
：
又
作
喆
︑
悊
二
形
︑
同
︒
知
列
反
︒︽
爾
雅
︾
哲
︑
智
也
︒︽
方

言
︾
齊
︑
宋
之
間
謂
智
爲
哲
︒
哲
︑
明
了
也
︒

金
剛
寺
本
・
大
治
本
：
又
作
喆
︑
悊
二
形
︑
同
︒
知
列
反
︒︽
爾
雅
︾
哲
︑
智
也
︒

︽
方
言
︾
齊
︑
宋
之
間
謂
知
爲
哲
︒
哲
︑
明
了
也
︒

例
五
の
よ
う
に
︑
傍
線
部
の
注
文
が
高
麗
本
・
七
寺
本
で
は
﹁
智
﹂
と
し
︑
金
剛
寺

本
・
大
治
本
で
は
﹁
知
﹂
と
す
る
︒
こ
の
例
で
は
︑
誤
写
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
︑
ま

た
当
時
︑﹁
智
﹂
と
﹁
知
﹂
の
両
字
が
共
通
し
て
使
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

�

字
数
の
異
同
︵
一
字
︶

字
数
の
異
同
︵
一
字
︶
と
は
︑
諸
本
の
注
文
に
お
い
て
︑
字
数
の
差
が
あ
り
︑
ま
た
こ

の
差
が
一
字
の
場
合
で
あ
る
︒
次
に
一
例
を
挙
げ
る
︒

例
六

〈加
祐
〉

巻
第
二
十
一

ø
讚
淨
土
經

高
麗
本
：
古
文
阿
︑
佑
二
形
︑
同
︒
胡
救
反
︒︽
字
林
︾
祐
者
︑
也
︒

西
方
寺
本
・
七
寺
本
：
古
文
阿
︑
佑
二
形
︑
同
︒
胡
救
反
︒︽
字
林
︾
祐
者
︑
助
也
︒

金
剛
寺
本
・
大
治
本
：
古
文
阿
︑
依
二
形
︑
同
︒
胡
救
反
︒︽
字
林
︾
祐
者
︑
助
也
︒

例
六
で
は
︑︽
字
林
︾
か
ら
の
引
用
部
分
を
考
察
す
る
と
︑
高
麗
本
が
﹁
祐
者
︑
也
︒﹂

で
あ
り
︑
残
り
の
四
本
が
﹁
祐
者
︑
助
也
︒﹂
で
あ
る
︒
こ
の
一
例
で
は
﹁
祐
﹂
に
関
す

る
説
明
で
あ
る
た
め
︑︽
字
林
︾
の
﹁
祐
者
﹂
に
は
説
明
の
注
文
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
︒

そ
れ
に
よ
り
︑
高
麗
本
の
﹁
祐
者
︑
也
︒﹂
に
は
﹁
助
﹂
の
一
字
が
脱
落
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
る
︒

�

字
数
の
異
同
︵
二
字
以
上
︶

字
数
の
異
同
に
お
い
て
︑
一
字
の
場
合
︑
誤
写
誤
脱
の
可
能
性
が
高
い
た
め
︑
本
論
で

は
︑
字
数
の
異
同
︵
二
字
以
上
︶
を
字
数
の
異
同
︵
一
字
︶
と
別
々
に
検
討
す
る
︒
次
に
︑

そ
の
一
例
を
挙
げ
る
︒

例
七

〈怛
策
〉

巻
第
二
十
三

廣
百
論

大
治
本
：
迦
都
達
反
︒
此
龍
王
名
也
︒

高
麗
本
・
七
寺
本
：
迦
都
達
反
︒
龍
王
名
也
︒
昔
有
仙
人
曽
咒
此
龍
︑
令
其
入
火
︑

龍
王
憂
怖
︑
遂
投
帝
釋
︑
繞
座
而
住
︒
仙
人
知
已
︑
更
以
咒
之
︑
帝
釋
與
龍
一
時
俱

墮
︒
帝
釋
求
哀
︑
得
免
所
患
︑
龍
遂
死
焉
︒

例
七
で
は
︑
傍
線
部
の
注
文
は
高
麗
本
・
七
寺
本
に
見
ら
れ
る
が
︑
大
治
本
に
は
見
ら
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れ
な
い
︒
さ
ら
に
︑
異
同
の
あ
る
部
分
が
二
字
以
上
で
あ
る
︒
こ
の
例
で
は
︑﹁
怛
策
﹂

の
意
味
に
関
し
て
︑
大
治
本
で
は
﹁
此
龍
王
名
也
︒﹂
で
あ
り
︑
高
麗
本
と
七
寺
本
で
は

そ
れ
だ
け
で
な
く
︑﹁
怛
策
﹂
の
由
来
も
記
述
し
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
部
分
が
後
人
の
増

訂
で
あ
る
か
︑
あ
る
い
は
祖
本
に
あ
る
が
後
代
で
省
略
さ
れ
た
か
は
検
討
す
る
余
地
が
あ

る
︒ま

た
︑
同
じ
巻
に
お
い
て
も
︑
異
同
の
あ
る
注
文
が
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら

れ
る
︒
次
に
︑
巻
第
二
を
例
と
し
て
論
じ
る
︒
異
同
の
あ
る
注
文
を
分
析
す
る
︒

①

増
訂

例
八

〈習
習
〉

巻
第
二

大
般
涅
槃
經

高
麗
本
・
七
寺
本
・
広
大
本
：
經
文
從
疒
作
哀
︑
書
無
此
字
︑
近
人
迦
之
耳
︒

金
剛
寺
本
・
大
治
本
：
經
文
從
疒
作
哀
︑
書
無
此
字
︑
近
人
加
之
耳
︒
和
言
加
由
之

②

系
統
の
異
同

例
九

〈怡
懌
〉

巻
第
二

大
般
涅
槃
經

高
麗
本
：
音
以
之
反
︒︽
爾
雅
︾
怡
︑
懌
︑
樂
也
︒
郭
璞
曰
怡
︑
心
之
樂
也
︒
懌
︑

意
解
之
樂
也
︒

七
寺
本
：
音
︒
怡
︑
懌
︑
樂
也
︒
郭
璞
曰
怡
︑
心
之
樂
也
︒
懌
︑
意
解
之
樂
也
︒

金
剛
寺
本
・
大
治
本
・
広
大
本
：
音
亦
︒︽
爾
雅
︾
怡
︑
懌
︑
樂
也
︒
郭
璞
曰
怡
︑

心
之
樂
也
︒
懌
︑
意
解
之
樂
也
︒

③

誤
写
誤
脱

例
十

〈娑
羅
〉

巻
第
二

大
般
涅
槃
經

高
麗
本
・
七
寺
本
：︽
泥
洹
經
︾
作
固
林
︒
案
︽
西
域
記
︾
云
此
樹
在
愛
剌
拏
河
西

岸
︑
不
遠
有
娑
羅
林
︒
其
樹
形
類
槲
而
皮
青
白
︑
葉
甚
光
潤
︒
四
樹
特
高
︑
是
如
來

涅
槃
之
所
也
︒

金
剛
寺
本
・
大
治
本
：︽
泥
洹
經
︾
作
竖
固
林
︒
案
︽
西
域
記
︾
云
此
樹
在
愛
剌
拏

河
西
岸
︑
不
遠
有
娑
羅
林
︒
其
樹
形
類
槲
而
皮
青
白
︑
葉
甚
光
潤
︒
四
樹
特
高
︑
是

如
來
涅
槃
之
所
也
︒

広
大
本
：︽
泥
洹
經
︾
作
堅
固
林
︒
案
︽
西
域
記
︾
云
此
樹
在
愛
剌
拏
河
西
岸
︑
不

遠
有
娑
羅
林
︒
其
樹
形
類
槲
而

︒
四
樹
特
高
︑
是
如
來
涅
槃
之
所
也
︒

④

省
略
・
増
訂
の
判
断
保
留

例
十
一

〈規
欲
〉

巻
第
二

大
般
涅
槃
經

高
麗
本
・
七
寺
本
：
又
作
頍
︑
同
︒
九
吹
反
︒
規
︑
計
也
︒
規
亦
求
︒
謂
以
法
取
之

也金
剛
寺
本
・
大
治
本
：
又
作
頍
︑
同
︒
九
吹
反
︒
規
︑
計
也
︒
規
亦
求
︒
謂
以
法
取

之
也
︒
字
從
夫
見
言
丈
夫
之
見
︑
必
合
規
矩
︒

広
大
本
：
又
作
頍
︑
同
︒
九
吹
反
︒
規
︑
計
也
︒
規
亦
求
也
︒
謂
法
取
之
也
︒
字
從

夫
言
丈
夫
之
見
︑
女
合
規
矩
︒

六

お
わ
り
に

本
論
で
は
︑
玄
応
音
義
日
本
古
写
本
に
着
目
し
︑
諸
本
の
注
文
を
通
し
て
︑
系
統
分
類

を
試
み
た
︒
結
論
と
し
て
は
︑
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
︒

(一
)

玄
応
音
義
日
本
古
写
本
に
は
異
文
数
が
多
数
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

(二
)

諸
本
の
異
文
に
お
い
て
︑
用
字
と
字
数
︵
一
字
︶
の
異
同
が
圧
倒
的
に
多
い
︒
こ

れ
ら
の
異
同
に
つ
い
て
は
︑
系
統
分
類
に
よ
っ
て
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
︑
ま
た

誤
写
誤
脱
の
場
合
も
存
す
る
と
推
測
す
る
︒

(三
)

字
数
︵
二
字
以
上
︶
の
異
同
が
玄
応
音
義
全
巻
に
あ
る
が
︑
異
文
数
の
多
さ
か
ら
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は
︑
玄
応
音
義
に
は
増
訂
本
が
存
す
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
︒

(四
)

諸
本
の
類
似
性
か
ら
︑
異
文
を
い
く
つ
か
の
種
類
に
分
類
で
き
る
︒
高
麗
本
と
七

寺
本
Ａ
︵
巻
第
一
～
巻
第
十
︑
巻
第
十
三
︑
巻
第
十
四
︶
と
の
一
致
率
が
多
く
︑
同
じ
系

統
に
属
す
る
︒
ま
た
︑
残
り
の
金
剛
寺
本
・
大
治
本
・
西
方
寺
本
・
石
山
寺
本
に
は
独

立
異
文
が
見
ら
れ
る
が
︑
一
致
率
か
ら
見
る
と
︑
金
剛
寺
本
と
大
治
本
︑
西
方
寺
本
と

石
山
寺
本
が
別
々
の
系
統
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
残
り
の
七
寺
本
Ｂ
︵
巻
第
十
二
︑

巻
第
十
六
～
巻
第
十
八
︑
巻
第
二
十
一
︑
巻
第
二
十
三
～
巻
第
二
十
五
︶
が
金
剛
寺
本
・
大

治
本
系
統
に
属
す
る
︒

以
上
に
よ
り
︑
玄
応
音
義
諸
本
の
系
統
分
類
が
明
ら
か
に
な
っ
た
︒
今
後
の
課
題
と
し

て
︑
日
本
の
古
辞
書
編
纂
に
お
け
る
根
幹
資
料
と
し
て
︑
ど
の
系
統
の
玄
応
音
義
が
利
用

さ
れ
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
︒

注(
�
)

徐
時
儀
﹃
玄
応
衆
経
音
義
研
究
﹄︵
中
華
書
局
︑
二
〇
〇
五
年
︶

(
�
)

窺
基
﹃
法
華
音
訓
﹄︑
雲
公
﹃
大
般
涅
槃
經
音
義
﹄︑
慧
琳
﹃
一
切
經
音
義
﹄
な
ど
︒

(
�
)

石
田
茂
作
﹃
写
經
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
佛
教
の
研
究
﹄︵
東
洋
文
庫
︑
一
九
三
〇
年
︶

(
�
)

池
田
証
壽
﹁
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
と
玄
応
音
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
﹂︵﹃
国
語
国
文
研

究
﹄
八
十
八
号
︑
一
九
九
一
年
︶

(
	
)

山
田
孝
雄
﹁
一
切
経
音
義
刊
行
の
顚
末
﹂︵﹃
一
切
経
音
義
二
十
五
巻
﹄︑
西
東
書
房
︑
一

九
三
二
年
︶

(


)

上
田
正
﹁
玄
応
音
義
諸
本
論
考
﹂︵﹃
東
洋
学
報
﹄
第
六
十
三
巻
第
一
・
二
号
︑
一
九
三
二

年
︶

(
�
)

箕
浦
尚
美
﹁
金
剛
寺
本
・
七
寺
本
・
東
京
大
学
資
料
編
纂
所
・
西
方
寺
蔵
玄
応
撰
﹃
一
切

経
音
義
﹄
に
つ
い
て
﹂︵﹃
日
本
古
写
経
善
本
業
刊
第
一
輯
﹁
玄
応
撰
一
切
経
音
義
二
十
五
巻
﹂﹄︑

国
際
佛
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
實
行
委
員
會
︑
二
〇
〇
六
年
︶

(
�
)

佐
々
木
勇
﹁
玄
應
撰
﹃
一
切
経
音
義
﹄
巻
第
五
に
お
け
る
本
文
と
目
録
と
の
経
名
不
一
致

に
つ
い
て
﹂︵﹃
訓
点
語
と
訓
点
資
料
﹄
一
三
三
号
︑
二
〇
一
四
年
︶

(

)

筆
者
は
現
在
﹁
一
切
経
音
義
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂
を
構
築
し
て
い
る
︒
構
築
す
る
に
際

し
て
利
用
し
た
玄
応
音
義
諸
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
︒
大
治
本
・
金
剛
寺
本
・
西
方
寺
本
・
高

麗
本
・
七
寺
本
・
正
倉
院
本
・
東
京
大
学
本
・
京
都
大
学
本
・
広
島
大
学
本
・
天
理
図
書
館
本
︒

本
論
文
で
検
討
す
る
内
容
は
﹁
一
切
経
音
義
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂
の
一
部
分
で
あ
る
︒
徐
時

儀
氏
が
公
開
し
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
︑
版
本
に
基
づ
く
も
の
で
︑
日
本
古

写
本
・
敦
煌
本
・
ト
ル
フ
ァ
ン
本
と
の
校
勘
が
な
く
︑
こ
れ
を
補
完
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い

る
︒

(10
)

高
麗
蔵
経
本
︵﹃
高
麗
大
藏
經
初
刻
本
輯
刊
﹄︑
西
南
師
範
大
学
出
版
社
︑
人
民
出
版
社
︑

二
〇
一
二
年
参
照
︶

(11
)

大
阪
金
剛
寺
蔵
本
︵﹃
日
本
古
写
経
善
本
業
刊
第
一
輯
﹁
玄
応
撰
一
切
経
音
義
二
十
五

巻
﹂﹄︑
国
際
佛
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
實
行
委
員
會
編
集
發
行
︑
二
〇
〇
六

年
︶

(12
)

名
古
屋
七
寺
蔵
本
︵
同
上
︶

(13
)

大
治
三
年
蔵
本
︵﹃
古
辞
書
音
義
集
成
﹁
一
切
経
音
義
﹂﹄︑
汲
古
書
院
︑
一
九
八
一
年
︶

(14
)

西
方
寺
蔵
本
︵﹃
日
本
古
写
経
善
本
業
刊
第
一
輯
﹁
玄
応
撰
一
切
経
音
義
二
十
五
巻
﹂﹄︑

国
際
佛
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
實
行
委
員
會
編
集
發
行
︑
二
〇
〇
六
年
︶

(15
)

広
島
大
学
蔵
本
︵﹃
古
辞
書
音
義
集
成
﹁
一
切
経
音
義
﹂﹄︑
汲
古
書
院
︑
一
九
八
一
年
︶

(16
)

天
理
図
書
館
本
︵
同
上
︶

(17
)

京
都
大
学
蔵
本
︵﹃
日
本
古
写
経
善
本
業
刊
第
一
輯
﹁
玄
応
撰
一
切
経
音
義
二
十
五
巻
﹂﹄︑

国
際
佛
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
實
行
委
員
會
編
集
發
行
︑
二
〇
〇
六
年
︶

(18
)

東
京
大
学
蔵
本
︵
同
上
︶

(19
)

正
倉
院
聖
語
蔵
本
：
平
安
時
代
書
写
︒
巻
四
︑
六
︵
天
平
写
経
︑
残
巻
︶︑
十
七
～
二
十

二
が
現
存
す
る
︒︵﹃
一
切
経
音
義
二
十
五
巻
﹄︑
西
東
書
房
︑
一
九
三
二
年
︶

(20
)

玄
応
音
義
古
写
本
の
残
巻
数
を
巻
ご
と
に
ま
と
め
︑
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒
巻
第
一
︵
五
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種
︶︑
巻
第
二
︵
五
種
︶︑
巻
第
三
︵
五
種
︶︑
巻
第
四
︵
六
種
︶︑
巻
第
五
︵
四
種
︶︑
巻
第
六

︵
五
種
︶︑
巻
第
七
︵
四
種
︶︑
巻
第
八
︵
二
種
︶︑
巻
第
九
︵
六
種
︶︑
巻
第
十
︵
四
種
︶︑
巻
第

十
一
︵
三
種
︶︑
巻
第
十
二
︵
四
種
︶︑
巻
第
十
三
︵
五
種
︶︑
巻
第
十
四
︵
四
種
︶︑
巻
第
十
五

︵
四
種
︶︑
巻
第
十
六
︵
四
種
︶︑
巻
第
十
七
︵
四
種
︶︑
巻
第
十
八
︵
五
種
︶︑
巻
第
十
九
︵
三

種
︶︑
巻
第
二
十
︵
三
種
︶︑
巻
第
二
十
一
︵
五
種
︶︑
巻
第
二
十
二
︵
二
種
︶︑
巻
第
二
十
三

︵
三
種
︶︑
巻
第
二
十
四
︵
四
種
︶︑
巻
第
二
十
五
︵
五
種
︶︒

(21
)

李
乃
琦
﹁
図
書
寮
本
﹃
類
聚
名
義
抄
﹄
に
お
け
る
玄
応
撰
﹃
一
切
経
音
義
﹄
の
依
拠
テ
キ

ス
ト
袞
﹃
一
切
経
音
義
﹄
巻
第
四
を
中
心
に
袞
﹂︵﹃
訓
点
語
と
訓
点
資
料
﹄
第
一
三
七
輯
︑
二

〇
一
六
年
︶

(22
)

張
�
麗
﹁
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵
玄
応
撰
﹃
一
切
経
音
義
﹄
に
つ
い

て
﹂︵﹃
日
本
古
写
経
善
本
業
刊
第
一
輯
﹁
玄
応
撰
一
切
経
音
義
二
十
五
巻
﹂﹄︑
国
際
佛
教
学
大

学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
實
行
委
員
會
︑
二
〇
〇
六
年
︶

【付
記
】

二
〇
一
八
年
か
ら
︑
天
野
山
金
剛
寺
座
主
堀
智
真
師
︑
七
寺
住
職
蟹
江
良
輝
師
な
ら
び
に

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
日
本
古
写
経
研
究
所
の
御
厚
意
で
原
本
調
査
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
︒

調
査
時
に
︑
調
査
団
の
先
生
方
の
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
︒
本
稿
は
二
〇
一
六
年
十
月
に
奈

良
女
子
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た
日
本
中
国
学
会
第
六
八
回
大
会
︑
二
〇
一
九
年
五
月
に
国
際

仏
教
学
大
学
院
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
公
開
研
究
会
に
お
け
る
口

頭
発
表
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
︒
当
日
は
先
生
方
か
ら
︑
有
益
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
︑

不
備
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
︒
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